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ム

田金工
　　了
制子エ
　　ス
佐馬シ
　　三
：重i台

　　ぎ
纂校了

課圃…喜

　
現
代
哲
學
第
四
編
と
し
て
課
撮
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
醗
巨
は
、
　
イ
ギ

リ
ス
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
麟
…
驚
シ
ラ
ー
氏
の
名
論
丈
を
集
め
た
も
の
で

あ
る
。
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
及
び
ヒ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
の
定
義
」
「
眞
理
の
露
悪
」

「篇

恬
揩
ﾌ
袖
川
威
」
「
爵
H
曲
こ
「
ダ
ー
ぬ
，
満
ズ
ム
乏
崩
思
匠
」
「
酪
翼
詐
響
の
辮
蟹
礪
」
絶
》
の
重
…
憎
曇

な
る
波
野
や
ら
、
「
悩
妙
理
」
「
形
而
上
…
學
の
倫
理
的
某
礎
」
「
餅
…
規
の
如
一
婦
」
等
の

比
較
的
初
期
の
論
丈
な
ど
、
十
四
篇
を
課
遽
し
た
竜
の
で
あ
る
。

　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
一
新
機
軸
を
隅
し
た
認
識
論
で
あ
る
と
同
時
に
、

現
代
精
瀞
を
代
表
す
る
一
種
の
新
人
盆
槻
で
あ
り
、
　
此
方
面
に
翼
味
を
有
す

る
者
は
紗
く
は
な
い
。
等
し
く
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
　
ア
メ

リ
カ
の
故
ゼ
ー
ム
ス
が
我
國
に
翻
介
、
離
認
せ
ら
る
』
こ
と
多
き
に
反
し
、
イ

ギ
リ
ス
鰯
の
シ
ラ
ー
氏
の
主
張
は
未
だ
我
國
に
は
廣
く
知
ら
れ
て
み
な
い
α

こ
の
時
に
當
リ
、
こ
の
課
書
の
繊
た
こ
と
は
慶
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。
曾

て
環
藩
た
る
や
、
鏡
利
な
る
掘
察
と
、
精
緻
な
る
論
理
酌
分
析
と
に
｛
苗
み
、
そ

の
議
鍮
の
徹
底
的
な
る
だ
け
理
解
に
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
を
魎
讃
し
、
愕
き

軍
易
な
る
邦
語
に
課
さ
れ
た
課
爾
者
や
、
　
更
に
精
轡
な
る
校
閲
に
よ
り
て
誤

課
の
な
か
ら
ん
こ
と
を
期
せ
ら
れ
た
校
閲
者
の
勢
を
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。
　
（
尾
蛮
光
三
郵
）
棄
京
牛
込
早
稀
鴎
大
學
餌
版
蔀
蛮
行

菊
版
六
ニ
ニ
百
ハ
　
定
柄
隅
金
武
囲
囚
武
拾
鏡
。

薪
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贈
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籍

認
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敷
取
近
の
露
…
欽
醐
科
隊
Ψ

哲
學
概
論

近
世
に
於
け
る
我
の
霞
畳
史
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